
熊本県立熊本商業高等学校 2年

「競争」から「共創」へ
生徒が主役となる KUMASHO RISE 2026 の挑戦

本日の発表テーマ（8分間）

一人で勝つ『競争』じゃ、地域のみらいは守れない。

それぞれの街の「らしさ」を続けるために、どのように共創

すればいいでしょうか？



原点・共創の理念

100年後の飲み水を守る分かち合い

お互いの強みを「分かち合う」

熊商生の志：100年先も地域みんなが豊かでいられる商いを共創する

ハイテク企業（工場）

水を使う立場として資金・コストを負担

地域農家

水が必要な立場として田んぼに水を張る



系統的体験学習

私たちが足で集めた「学びの足跡」

確信：「つくる・運ぶ・売る・届ける」ビジネス全体のつながりを獲得！

マチマチ体験＆工場見学 バックヤード潜入調査

1年生：現場を知る

中心街450店調査：外国人観光客3割のリアル体感

職人のこだわり：香梅・杉養蜂園でのものづくり見学

2年生：裏側を知る

流通倉庫潜入： 1円単位の原価計算の重要性

プロの仕組み：社会を支える厳格なルールを体感



2年生エリア探究

県内9エリア×3視点：本気の2泊3日ツアー企画

全9クラスが熊本の隠れた宝を発掘中！

①フード・お土産

地域の食文化や名物特産品の魅力大捜索

②観光体験

五感で魅力を体感できるアクティビティ開拓

③歴史文化

地域の風土に根ざしたストーリーの紐解き



震災の試練を越えて

日常の温もりを届ける「くらし観光」

直面した葛藤

「被災地でいま観光どころなのか…？」という大きな悩み

たどり着いた新概念

「くらし観光」の提案

派手な名所巡りではなく、地域の人々の温かい日常や営みその
ものを魅力として届ける復興プラン



独自の開発フレームワーク

思考OS「3456」×「ABCハンバーガー理論」

再現性思考OS

3456フレーム

地域の「空き（ニーズ）」を発見し、プロ目線で信頼の土台
をつくる共通言語

商品開発理論

ABCハンバーガー理論

困難な状況でも立ち止まらない思考ツール

A案（肉パティ）：全く新しい挑戦的アイデア

B案（具材）：既存の良いものの組み合わせ

C案（ソース）：地域の魅力を届けるストーリー



部門¥ メソッド A：新規開発 B：統合・編集 C：既存・洗練

フード（ソース） 新商品開発 オリジナルセット 既存の仕入れ販売

観光体験（バンズ） 新規参加型イベント 新コース・ラリー ターゲット別広報

歴史文化（パティ） 未公開史実の聖地化 歴史×デジタル統合 見せ方のアップデート

統合マトリックス： ABC × 3部門



テストマーケティング

『熊商デパート』での検証 ＆ファンづくり

リアルデータ調査

開発したお土産やツアー案を来場者に直接提案し「買いたいか」を
実証検証

ファンクラブ運営

一回で終わらせず、お客様と繋がりずっと応援してもらえる関係を
構築



未来への目標

2027年3月20日観光プランコンテストへ！

本選ステージ

2027.3.20 ＠熊本市青年会館

第1回熊本市内高校生観光プランコンテスト

熊商デパートで集めた「リアルなデータ」×「お客様の生の声」

実際の熊本観光ツアーとして商品化する気満々です！



共創パートナーシップ

大人のみなさん、私たちの「推し活」しませんか？

大人・企業へのお願い

応援パートナー要請

高校生がお返しするリターン

黒字のリターンをお約束

難しい指導や義務は一切不要！

試行錯誤も「推し活」感覚で見守ってほしい

販売データ還元：デパート実証のデータ提供

熱狂的SNS発信： #KUMASHORISE で強力PR



未来への約束

フォロワーからソース（源）へ

100年先の熊本の商いを共に！

ご清聴、本当にありがとうございました！
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